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(1)調査対象：第 1回 （昭和55年 ）から第 6回
（昭和60年 ）までの「看護研究発表会集録」 に
ある論文 152題について。論文は， 原則と して
グループ研究で第 1回と 2回は症例研究， 3回
から 6回は研究の種類は自由である。




の件名標目 （見出し語 ）一覧に基づいて分類 し，
併せて研究の種類別でも分類 した。
② 症例研究 (1群 ）と 調査研究，実験研究，







題 (14% ）が同数で， 2小児看護 ・小児保健17
題 (11%), 3看護技術16超 (11% ), 4リハ
ビリテーシ ョン看護14題 (9% ）と続いている。
さらに細項目をみると ，看護教育では， 1）一般
に含まれるもの14題で，（1）健康に関するもの 6
題， （2）職業観に関するもの 4題，（3）寮 ・学生生





1 看護（概論 ・一般 ，含 ：呑 29 救急医療と呑蔑
殴哲学） 30 手術室石護 ・術前術後の石
2 石殺（その他） 渡
3 t廿界各困の石護事佑 31 リハピリテーシコン石股
4 届護史 ・呑救職の伝記 32 臨床検資と呑殺
5 ナイチンゲール 33 人工透析と石護
6 看蔑倫理 34 栄迂学 ・食事療法と石淡
7 石護心理 （含 ：乳幼児栄荏）
8 死と石護（含 ：ホスヒ ス゚ ・ 35 成人呑護 ・成人保健
ケア ） 36 小児石股・ 小児保健
9 専門眠としての看護 37 母性行護 ・母性保健 ・母子
JO 看護業務 保健
II 看護計画 38 老人呑護 ・老人ケア ・老人
12 看護記録 保健
l3 看護評価 39 精神科看護
l4 看殴管理 40 身体即害 ・心身即害 と石護
l5 看護労働 41 継続看設 ・訪問行護（含 ：
l6 看護制度（ 含 ：基準石護） ホームケア）
17 看設研究 42 プラ イマリー ・ヘルス・ケ
18 看護教育 ア，プライマリー ・ケア
19 日本石護協会 43 公衆衛生看護（地域石設）
20 ICN ・その他の団体 (ICM・I44 産業保健
外国の行護協会 ・国際学会 45 学校保健
その他） 46 性教育 ・性問起
21 看殺のための基礎科学 47 J;,l境衛生（含 ：哀境汚染）
22 石護のための基礎医学（解 48 呑護職者の困給問題（ 含 ：
剖学 • 生理学 • 免疫学 ・ 薬 石設婦不足，堺在石敬婦）
学等） 49 医療制度 ・医放問頗
23 臨床石殺一般 50 へき地医療と呑淡
24 対症呑護 5l 医療過誤
25 看護技術 52 婦人労働（含 ：母性保護）
26 看殴用具 ・用品 ・医療機器
27 放射線と看護



























3 4 5 6 研究の種類
件名摂目 総数
回回 回 [El
"~ 56 57 58 59 60 症潤実文
55~ 年 年年 年年 例 fi 験献
タE と 石 護 I I I 
'.'/."屁としての行箪 4 2 I I 4 
什 渡 烹 ” 4 2 2 4 れ翠 守 錢 I I I 
行設 i_1月I' 付院内感，~迅~ 2 I 1 
2 I I I I 2 
穀 1 4 I 5 6 2 14 
石渥教育 廷床実脊 5 3 I I 5 
コ羽 荻ば l I I 
m護の I；めの基礎医党 I I I 
区床れと F子后時のかか
2 I I 2 
2 I I 2 
対症 莉 4 2 l I 3 I 
＂ な用ピ遷具消リ，， テ術用ー前品シ•，杓術ョ医後ン税のn機れ
1 6 S I 3 5 6 
行護 7 I 2 3 I 2 5 
ヨリtハむ 護 4 4 4 
1 4 6 3 3 2 12 2 
人工茶がと m• 軍 l I 
Jl: 9J1 1il.法と石護 4 3 I 4 
心 丑 症 I I I 
循環器疾患 6 I 2 I 2 I 4 I I 
成人行汲 内分泌 2 2 2 
脳 神 経 3 2 I 3 
成人保 I! 悪性莉翔 3 2 I 3 
整形外 科 3 2 I 3 
そ の 他 2 I I 2 
小児む護 小児保鮭 17 4 9 I I 2 15 2 
mHI:行護母性保牡閃ヱ5,・8皇 10 5 3 2 6 3 I 
老人n護老人ケア 老人保虹 6 3 2 I 5 I 
精神科石護 3 I I I 3 
継 続 6護 訪問石護 2 I I 2 
フライマ ＇J ーケ ア I l I 
公衆衛生 m 護 I I I 
性教 f.f 性問題 I I I 
医租制度 医祖 1且1阻 I I I 
鯰 切 152匹 憚 80188 591 25迎22 5 訊 l l'3 8 
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3看護技術は， 1）清潔，検温など一般 6題，
2)環境 4題，3）排泄 3題，4）褥癒 ・庵法 ・消毒
法が各 1題ずつである。
4リハビリテー ション看護では，1）脳卒中の
リハ ビリテ ーション 7題，2）心疾患と言語のリ
ハビリ テーショ ンが各 2題， 3）椎間板ヘルニア
と乳房切除術後のリハ ビリテ ーションが各 1題
とな っている。
以上 5件名標目は， 14題 (9% ）以上の表題
があるものとな っている。反対に 5題 (3%)  
以下の少ない件名標目は， 1看護管理 2専門
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I! 病大分 類 総 第密1年回）|，（ 2 回 (537回年
4回
( 59匝年l ( 60 回年）56年 (58年
聡 数 75 34 28 4 I 2 6 
1 只系の疾 患 31 19 ， I 
゜゚
2 
n・ 生 物 13 2 ， 2 
゜ ゜皿液及び凸血器の疾 患 6 I 4 ゜ ゜
I 
f/1 神 閃 害 5 
゜
1 I I I I 
妊t,.分娩及び産司の合併t 5 5 
゜゜゚ ゜゚；fH各菜乃び結合粗誼の疾患 4 ゜
2 I I 
、日（ヒ系の疾 患 3 2 1 o ― o 
゜゚先 天 異 ヤ’9’ 3 2 I ゜゚悟染症及び 寄 生虫症 2 I I ゜゚ ゜゚巴叩茶の痒！Iし I I ゜ ゜1ピ尿生 苑 系の疾 患 I ゜ ゜゚
I 











20 •10 60 80 IOO•o 
I I 7 I 8 I 8 I ts I 10 I 13 I •I 



























































































2 I I I 





甜 1 ，ヒ疾 棉











区 分 総 数
第 3回 4 回 5 回 6 回
昭和57年 58 年 59 年 60 年
表題数 77 14 24 23 16 
人以外
17 5 4 8 5 
(22形） (36 96) (17 96) (13彩） (31彩）
人
60 ， 20 20 11 
(78彩） (64彩） (83彩） (87彩） (77彩）
入院患者
13 4 5 3 1 
(22 96) (45 96) (25 96) (15彩） (9 9,る）
外来患者
5 2 1 1 1 











入院患者 2 1 
゜゜
I 




II 11 5 
(45 96) (5596) (55彩） (45彩）
医療従事者 4 2 1 1 








































大と病院との比率をみると，第 3回ー 1: 2. 6 
第 4回ー 1: 1. 2 第 5回ー 1: 0.8 第 6回
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のスリッパ，病衣，ナースコ ールなどである。
短大で人の場合は，看護学生が大半で人以外



























































































































研究の現状とその考察 第 9回教育分科会誌 28~ 





一考察 第16回日本看護学会集録誌 133~ 136 日
本看護協会 1985 
4) 成田登美子他：看護研究への取り組みと看設研究
に対する実態について 第10回管理分科会誌 386 
~388 日本看護協会 1983 
